
    

福音メッセージ 主がお入り用なのです 

マルコの福音書 11 章 1～11 節  【新改訳改訂第３版】 

 

 

 

 1 さて、彼らがエルサレムの近くに来て、 

オリーブ山のふもとのベテパゲとベタニヤに近づいたとき、 

イエスはふたりの弟子を使いに出して、 

  2 言われた。「向こうの村へ行きなさい。 

村に入るとすぐ、まだだれも乗ったことのない、 

ろばの子が、つないであるのに気がつくでしょう。 

それをほどいて、引いて来なさい。 

 3 もし、『なぜそんなことをするのか』と言う人があったら、 

『主がお入用なのです。すぐに、またここに送り返されます』と言いなさい。」 

  4 そこで、出かけて見ると、表通りにある家の戸口に、 

ろばの子が一匹つないであったので、それをほどいた。 

 5 すると、そこに立っていた何人かが言った。 

「ろばの子をほどいたりして、どうするのですか。」 

 6 弟子たちが、イエスの言われたとおりを話すと、彼らは許してくれた。 

 7 そこで、ろばの子をイエスのところへ引いて行って、 

自分たちの上着をその上に掛けた。イエスはそれに乗られた。 

 8 すると、多くの人が、自分たちの上着を道に敷き、 

またほかの人々は、木の葉を枝ごと野原から切って来て、道に敷いた。 

 9 そして、前を行く者も、あとに従う者も、叫んでいた。 

「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に。 

  10 祝福あれ。いま来た、われらの父ダビデの国に。ホサナ。いと高き所に。」 

  11 こうして、イエスはエルサレムに着き、宮に入られた。 

そして、すべてを見て回った後、時間ももうおそかったので、 

十二弟子といっしょにベタニヤに出て行かれた。 

 
 
 
 



 
 

2018 年 3 月 4 日 

「主がお入り用なのです」 マルコの福音書 11:1～11 

1. エルサレム入城と民衆の期待    

(1) メシア（＝キリスト）歓迎 

 ローマ帝国への反感 

 ユダヤ人の反乱鎮圧（ガリラヤで二千人が十字架刑） 

 総督ピラト入城、ローマの威信を見せつける 

 ガリラヤのイエス 

 「ダビデの子」 異邦人の支配を終わらせる指導者 

 「ホサナ」 “今、救いたまえ”  

(2) イエスのエルサレム入城の意味 

 平和のメシアとして 

 贖いの死を遂げるために 

     

2. ろばの子に与えられた高貴な使命 

(1) 主の選び 

 私たちの髪の毛の数さえもご存知の主 

 できないと思ったことができる 

母ろばから離れる、初めて人を乗せる、大群衆のただ中へ  

(2) 使命 

  自分が生まれてくるために、子羊がほふられた 

  メシア（神の子羊）をお乗せして、十字架刑の待つエルサレムへ 

(3) ろばと私たち 

  主は私たちをよく知っておられる 

  主は私たちを必要としておられる 

  人々が見るのは私たちではなく主 

 

3. 十字架のメシアと再臨のメシア 

ナザレのイエス 再臨のキリスト 

赤子 (ルカ 2:7) 王の王 (黙示録 19:16). 

罪人の友（取税人、娼婦…） 人類の裁き主 (ユダ 14-15). 

罪からの救い主（マタイ 1:21). 征服者 (黙示録 19:11-16). 

ろばの子に乗って (マタイ 21:1-5). 白馬に乗って(黙示録 19:11-16). 

神との和解（エペソ 2:13-19; ローマ 5:1). 全世界の平和(イザヤ 9:6-7; ゼカリヤ 9:10). 

被支配(ヘロデ大王、ローマ帝国.) 主権はその肩に(イザヤ 9:6-7). 

敵に殺される (マタイ 27:20-25). 敵を滅ぼす (Ⅱテサロニケ 1:7-10;黙示録 19:21). 

ユダヤ人に拒まれ、十字架につけられる (ヨハネ 1:11). . ユダヤ人が立ち返る(ゼカリヤ 12:10-11; ローマ 11:25-28). 

Ⅱコリント 6:2  見よ、今は恵みの時、今は救いの日です。 

イザヤ 55:6、７ 主を求めよ、お会いできる間に。呼び求めよ、近くにおられるうちに。悪しき者は自分の道を、不法者は

自分のはかりごとを捨て去れ。主に帰れ。そうすれば、主はあわれんでくださる。私たちの神に帰れ。豊かに赦してくだ

さるから。 

 

ゼカリヤ書 9:9 娘シオンよ、大いに喜べ。

娘エルサレムよ、喜び叫べ。見よ、あなたの

王があなたのところに来る。義なる者で、勝

利を得、柔和な者で、ろばに乗って。雌ろ

ばの子である、ろばに乗って。（520B.C） 

 

出エジプト記 13:13 ただし、ろばの初

子はみな、羊で贖わなければならない。

もし贖わないなら、首を折らなければな

らない。（1400BC.） 

創世記 49:10，11 王笏はユダから離

れず、統治の杖は足の間から離れない。

ついにシロが来て、諸国の民は彼に従

う。彼はろばをぶどうの木に、雌ろばの子

を良いぶどうの木につなぐ。彼は自分の

衣をぶどう酒で、着物をぶどうの汁で洗

う。（新共同訳） （1400B.C.） 


